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住 文
民 化
監 祭
査 の
請 □
求 ゴ

「
県
契
約
は
高
額
」

一
市
民
団
体

「丹
張
り
乱

。
生
駒
」

（阪
口
保
代
表

幹
事
）
は
１
日
ヽ
県
が
来

秋
開
催
す
る
国
民
文
化
祭

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
委
託
制

作
料
が
高
額
過
ぎ
る
と
し

て
、
荒
井
正
吾
知
事
と
担

当
部
長
に
計
５
３
０
万
円

の
損
害
賠
償
を
求
め
る
住

民
監
査
請
求
を
行
う
た
。

監
査
請
求
に
よ
る
と
、

国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

の
会
長
と
し
て
荒
井
知
事

は
今
年
３
月
、
ロ
ゴ
制
作

を
東
京
都
内
の
デ
ザ
イ
ン

会
社
に
５
４
０
万
円
で
委

託
す
る
随
意
契
約
を
締

結
。
市
民
団
体
側
は

「競

争
性
、
透
明
性
が
確
保
さ

れ
て
い
な
い
。
他
の
自
治

体
な
ど
は
公
募
で
も
っ
と

安
ぐ
作

っ
て
い
る
」
と
主

張
し
て
い
る
。　
　

　ヽ
一

県
は

「監
査
請
求
の
内

容
が
確
認
で
き
て
い
な
い

の
で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
る
」
と
し
て
い
る
。

一・
　

【和
日
明
美
】
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■
国
民
文
化
祭
の
ロ
ゴ
マ
ト

ク

「
委
託
料
が
高
額
」
と
監
査

請
求
　
県
が
主
催
す
る

「
第

‐
３２

回
国
民
文
化
祭

・
な
ら
２
０
１

７
一
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
作
成
で
、

県
が
委
託
業
者
に
支
払

っ
た
５

４
０
万
円
は
不
当
に
高
額
だ
と

し
て
市
民
団
体

「
見
張
り
番

・′

生
駒
」
が
１
日
、
実
行
委
員
会

長
の
荒
井
正
吾
知
事
ら
に
計
５

３
０
万
円
を
賠
償
す
る
よ
う
求

め
る
住
民
監
査
請
求
を
、
県
監

査
委
員
に
提
出
し
た
「

請
求
に
よ
る
と
県
は
今
年
３

月
、

ロ
ゴ

マ
ー
‐
ク
作
成
の
委
託

契
約
を

「
く
ま
モ
ン
」
デ
ザ
イ

ン
で
知
ら
れ
る
水
野
学
氏
が
代

表
の

「
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
カ
ン

パ

ニ
ー
｝

（東
京
都
）
と
随
意

契
約
で
締
結
し
５
４
０
万
円
を

支
出
。
だ
が
、
他
自
治
体
な
ど

で
の
ロ
ゴ

マ
ト
ク
は

一
般
公
募

が
主
流
で
、
委
託
料
も
１０
万
円

が
適
切
な
額
と
し
て
い
る
。

県
の
担
当
者
は

「
ロ
ゴ
を
用

醜
難
銘
繰
翼
諄

額
」
と
し
て
い
る
。


